
１　はじめに

　「特別の教科　道徳（以下，道徳科という）」

がスタートし，小学校現場では道徳科の授業

づくりへ意欲と実践が少しずつ高まってきて

いる．例えば，校内研修等において「どのよ

うな発問が効果的か」や「構造的な板書とは

どのようなモノなのか」など，が議論され，

授業改善が積極的に取り組まれている事が挙

げられる．

　しかし，私たち教師は「何のために授業改

善に取り組んでいるのか」ということを改め

て確認しておくことが必要である．

　なぜなら，教師がこのような問いを持つこ

とで道徳科の本来の目的を見失わずに進むこ

とができるからである．

　では，道徳科の本来の目的とは何であろう

か．筆者は以下のように考えている．

① 　学習する道徳的価値を深く理解し，それ

を何らかの形で人生にいかす準備をするた

めの場である．

② 　また，学習においては，主体的に考え仲

間との対話を通して，自分なりの新たな価

値を見出す力を育てるための場である．

　 　つまり，道徳科は子ども自らがよりよく

生きるための価値を見出し，実生活で起こ

るであろう問題に立ち向かう力を養う場で

なければいけない．

　しかし，子どもにとっては道徳科で得た知

識と実生活とを結び付けて考え，何らかの形

でいかしていくことは容易でない．それは道

徳科に限らず全ての教科においても課題とさ

れていることである．そこで現在目を向けら
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れているのが「オーセンティックな学び」（奈

須2015）である．

　奈須正裕（2015）１）は，「現実の世界に存

在する『本物の実践』に可能な限り文脈や状

況を近づけて学びをデザインしてやれば，習

得された知識や技能も本物となり，現実世界

の問題解決に生きて働くのではないか，これ

がオーセンティックな（真正の，本物の）学

習の基本的な考え方である」と述べている．

　このことからも本物あるいはそれに近い文

脈や状況で学ぶ意義は大きいと考えられる．

では，このオーセンティックな学びが道徳科

で実現されているのだろうか．

　道徳科で主に取り扱われる「読み物教材」

は，子どもの実生活に近い文脈や状況で描か

れている内容が多く，道徳が教科化される前

から「読み物資料」として活用されている．

　しかし，中央教育審議会（2014）２）では，「主

題やねらいの設定が不十分な単なる生活経験

の話合いや読み物の登場人物の心情の読み取

りのみに偏った形式的な指導」が課題として

示されている．このことは，「読み物教材」だ

けを実生活に近い文脈や状況にしても，指導

法を変えなければオーセンティックな学びを

実現することは困難であることを示している．

　そこで本実践では，道徳科の学びを実生活

に結び付ける効果的な指導法を再考するため

に，「結び付ける意識」，「対話的コミュニケー

ションの重視」，「学びにゴールの変換」の３

つの条件を踏まえた道徳科の実践を提案す

る．具体的には，①教科書の読み物教材や学

校教育における隠れたカリキュラムについて

整理し，②学びを実生活に結び付ける３つの

条件を満たす指導法を提案し，④その実践例

として，教材「知らぬ間の出来事」（５年生）

を取り扱った授業と学級経営からのアプロー

チについて報告する．

２　教科書と隠れたカリキュラム

⑴　教科書の読み物教材について

　道徳が教科化され教科書も導入された．

実際に採択された教科書や指導書をみる

と，子どもの活動を促す役割演技や問題解

決的な学習など多様な指導法が用いられ

「考え，議論する授業」への工夫改善がな

されている．しかし，道徳科の学びと実生

活とを結び付けて考え，道徳的問題にいか

せる力を身に付けさせる（オーセンティッ

クな学習）という側面で見ると改善の余地

がある．例えば，主に取り扱われている読

み物教材の内容は道徳的価値が明確に描か

れている場面が多く，登場人物の好ましく

ない行為をあぶり出し，好ましい行為に変

わっていくというパッピーエンド型になっ

ている．このような教材をそのまま読めば

「それっていいな」と考える子どもはいる

だろう．しかし，中には「現実の世界はそ

んなにうまくはいかない」と考える子ども

もいるだろう．それなのに教師が教材の道

徳的価値を一方的に教え込むという授業展

開を行うと，実生活の文脈や状況から逸脱

し，子どもにとってリアリティの少ない

「架空世界」として捉えてしまう可能性が

ある．だからこそ,教師が教科書の読み物

教材をしっかりと解釈し，子どものオーセ

ンティックな学習につながる教師の指導法

が重要になってくると考えられる． 

⑵　隠れたカリキュラム

　隠れたカリキュラムとは，学校において

公的に明示されることなく，教師の潜在意

識の中にある価値観や教育観が子どもに伝

達されることを意味する．

　道徳科においても，教師の隠れたカリキュ

ラムで引き起こる何気ない表情や仕草が子

どもに影響を与えている可能性がある．

　例えば，教師は道徳の教科化に伴う校内

研修等で，「価値観の押し付けはよくない」

ということを周知している．そのため，道

徳科で様々な子どもの意見を聞き，多様な

考えを引き出すような授業の工夫改善に努

めている．一方，子どもに目を移すと，授

業では相変わらず模範的な発言はするもの

の，実生活では授業時の発言と真逆の行動

を取ったりすることがある．
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このような子どもの姿が生まれる背景に

は，次のような教師の隠れたカリキュラム

から引き起こされる授業に要因があるのだ

と考えられる．

　①　価値獲得型

　価値獲得型とは，他教科と同じように，

子どもに内容項目の段階的・系統的な指

導が必要であり，価値を獲得させなけれ

ばならないという教師の意識から生まれ

る授業である．このような授業だと無意

識にねらいから外れるような子どもの声

を聞き流したり，教師の思い描いている

発言に過剰に反応したりしてしまう．

　その結果，子どもは「先生はどんな考

えでも発表していいと口では言うが，理

想の答えしか受け取ってくれない」と考

えるようになる．そんな風に感じた子ど

もは段々発言しなくなり，最終的には模

範的な発言をする子どもだけが残ってし

まう．そして，子どもにとってリアリティ

のない授業に陥ってしまうのである．

このような教師の意識を改善するために

は，教材を教えるのではなく，教材を通

して道徳性を育むことが大切だというこ

とを常に意識することが重要になる．

　②　一単位時間完結型

　一単位時間完結型とは，道徳科におい

て「行為行動」を求めてはいけないとい

う考えである．大切なのは教材の内容に

対して子どもが自分の考えを持ち，表現

することだという教師の意識から生まれ

る授業である．このような意識だと道徳

科での学びが実生活の行為に結び付く必

要はないという考えが強いため，一単位

の時間で完結してしまい学びの持続が薄

くなってしまう．

　その結果，子どもは「道徳科では自分

の考えていることを自由に言える．でも，

それは実生活とは関係ない」と無自覚に

切り離して考えるようになる．そのよう

に感じた子どもは道徳科と実生活が別物

であると考えるようになり，学びが実生

活に生かされなくなるのである．

　このような教師の意識を改善するため

には，道徳科が学校の全教育活動を通じ

て行う道徳教育の要であるということを

再認識する必要がある．

　また，二つの型に共通してみられる課

題には，道徳科の学びが個人の枠の中に

とどめられたり，「親切は大切」「ルール・

規則はみんなのために守ること」など心

情的なものや抽象的な理解になったりし

てしまうという点である．実生活は他者

とともに価値を創り出している世界であ

り，抽象的理解では解決できない問題も

山積みである．つまり，このような学習

では実生活で学びが発揮されにくいと考

えられる．

　筆者は，このような教師の隠れたカリ

キュラムの問題を解決し，道徳科と実生

活を結び付ける学びには３つの条件が必

要だと考えている．そこで，次節では３つ

の条件について取り上げて考えてみたい．

３　学びと実生活を結び付ける３つの条件

⑴　結び付ける意識

　私たち教師は，道徳科の学びを子ども自

らの力で実生活と結び付けることに過剰な

期待を持っているのではないか．例えば，

道徳科で「親切は，〇〇だから大切だと学

びました」と子どもが発言したとき，教師

は「親切の大切さを理解してくれた」や「学

んだことを実生活でも生かしてくれるだろ

う」と期待するだろう．また，実生活で似

たような文脈や状況になれば，子どもが学

んだことを自動的に発動し，道徳的な行動

をしてくれると考えている．しかし，子ど

もだけの力で道徳科の学びと実生活を結び

付けることは期待できない．奈須（2017）
３）

によると，人間の知性や学習は領域固有な

ものであり，文脈や状況に強く依存するこ

とと同時に，「子どもは単に方略を教わっ

ただけでは，①それが本当に有効であるか

実感が持てず，②また，なぜ有効なのかを
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明晰には理解できず，③したがって，どの

ような場面で有効なのか判断することがで

きず，④さらに，教わったのとは異なる対

象や場面に適合するよう自力でアレンジし

て実行できる程には使用は習熟していない

がゆえに，教わった方略を自発的にほとん

ど用いません」と述べ，授業の中で得た知

識を子どもの力だけで実生活と結び付ける

ことの過剰な期待は誤りであることを示し

ている．つまり，道徳科の学びと実生活と

を結び付けるためには，教師が道徳科の学

びと実生活とを結び付けることを常に意識

し，どのような場面で有効なのか，また，

実生活のどの場面と適合するのかなどを明

確に指導・支援する必要がある．同時に子

どもにも道徳科での学びと実生活と結び付

ける意識を育ていくことが重要であるとい

える．

⑵　対話的コミュニケーションの重視

　道徳科に対話的コミュニケーションが必

要な理由は，道徳科の授業改善のキーワー

ドとして掲げられた「考え，議論する道徳」

が象徴している．このようなキーワードが

打ち出された背景には，予測困難な未来社

会を子どもがよりよく生きていくための資

質・能力を育むための視点を表しているも

のであり，授業実践する上で重要なキー

ワードでもある．

　では，「考え，議論する道徳」とはどの

ような授業実践が求められているのか．そ

れについて渡邉（2016）４）は「授業の最終

目標は，個々人の道徳性の発達を達成する

ことであるが，授業のなかで子どもが追及

するのはむしろ授業で設定された課題を解

決することである．学級の全員がそれに取

り組むことによって，学級の規範構造が質

的に発展するのである．その結果として達成

される一人ひとりの子どもの道徳性は，単

に個人の内面の枠内で捉えられた道徳性で

はなく，他者とのかかわりを踏まえた，よ

り現実的なものとなる．それは相互行為調

整能力であり，コミュニケーション能力で

もある」と道徳科の最終目標を示している．

　渡邊（2016）の理論に依拠しながら道徳

科の授業を考えると，教科書に描かれてい

る一つの道徳的価値を教えることが目的で

はなく，教科書の道徳的問題を見出し，他

者との話合いによって，問題を解決すると

いうプロセスが重要であるといえる．同時

に，子どもの実生活に起こる道徳的問題に

対して，自己表現したり相手の主張を理解

したりしながら相互的に調整する力を育て

ることが求められている．この一連の話し

合いのプロセスが「考え，議論する道徳」

であり，相互的に調整しながら価値を創造

するやり取りが対話的コミュニケーション

と考えている．

　また，坂越（2002）５）は，「コミュニケー

ション能力ないし社会的相互行為調整力

は，道徳教育の目標となるスキルであると

同時に，児童・生徒たちの実際的な相互行

為調整のなかでそのスキルが習得されると

いう意味で，方法をも含意している．そこ

では，児童・生徒たちが自ら選択し合意し

た道徳的規範に従うという自律性が達成さ

れ，またそれが道徳的行為への動機付けと

なりうる」と述べている．

　以上，上記二者の提言からも道徳科では，

対話的コミュニケーションを重視し，子ど

もが道徳的問題に対して自分とは違う意見

に向き合い，相手との擦り合わせの中で相

互行為の調整しながら答えを見出していく

活動が授業に求められていることである．

また，その活動が子どもの自律性を高め，

実生活での道徳的行為へとつながることを

示唆していると言えよう．

⑶　学びのゴールの変換

　これまでの道徳科の学びのゴールは，教

科書に描かれている道徳的価値を子どもに

理解させることであったように思われる．

一方で，このことは子どもにとって実生活

にいかせない知識を与えるだけになってい

る．では，どこに学びのゴールを設定すれ

ばよいのだろうか．
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　三宅（2020）６）は，学校で教える原理原

則をレベル３，子どもの経験から固めた

「経験則」をレベル１とし（図１），「レベ

ル３の考え方がわかっている教師が『わか

り易い説明』をすると，それだけ独立した，

経験則とは別の知識として取り込まれる可

能性が高い．」と述べ，教師の伝達だけで

は一時的に覚えるということはできても学

びが持続するのは難しいことを示している．

また，レベル３とレベル１の二つをつなぐ

のがレベル２で起きる学習過程であるとし，

その学習過程の中でいかに学びを深めたか

が重要であると示唆しているのである．

　この考え方は，道徳科の学びのゴールを

「伝達から創造へ」と変換するべきである

という渡邉の考えと合致する．渡邉（2002）７）

は「授業の目標は，価値の伝達ではなく，

創造である．一定の問題状況のなかでぶつ

かっている課題を解決するためにどのよう

に振る舞う（行為する）ことが正しいこと

と考えられるか，そしてそれはなぜかを追

求することによって，価値の正当性に気づ

くことであり，発見することである」と述

べており，対話的コミュニケーションを通

して子どもが自分の経験を踏まえた正当性

を述べたり，妥当性を吟味したりする過程

の中で新たな価値に気づくことが大切であ

ること示している．

　以上のことから，教師は学びのゴールを

「何を学ぶのか」から「どう学ぶのか」へ

と変換しなければならないといえる．そし

て，学びのゴールを変換することで道徳科

の指導法への再考が図られると考えられ

る．次節ではこれまで述べてきた「結びつ

ける意識」「対話的コミュニケーションの

重視」「学びのゴールの変換」を満たすた

めの道徳科における授業デザインについて

述べていく．

４　３つの条件を満たす授業デザイン

　以上の３つの条件を満たし道徳科の学びと実

生活とを結び付ける指導法を具現化するため，

以下（表１）のように授業をデザインしていく．

表１　新たな授業デザイン

【教科書の読み】

教科書の「何を教えるか」の視点から

→ 「何が論点になるか」という視点を持ち読み

深め，授業での話合いのポイントを明確にし

てねらいを設定する．

【発問の構成】

「～は，なぜ〇〇をしたのでしょう」「～はどん

なことを考えていたのでしょう」という発問から

→ 「～なぜ正しいと言えるのか」「その根拠と理

由は何か」「それでみんなは納得できるのか」

などの妥当性と正当性の根拠や理由を問う．

【実生活へ結び付ける場面（学習活動）】

これまでは展開後段において「価値の一般化」

として「あなたにも同じような経験はありませ

んか」と教材から実生活へという授業展開から，

→ 常に実生活を意識させるため「例えばどんな

こと」「それは〇〇と同じですか」と教材と実

生活を行き来しながら結び付けていく．

【事後指導】

教師が子どもの学びがどの程度ねらいに達して

いるかを確かめるためふり返りを書かせる活動

を行う活動から

→ 教師も子どもも学びと実生活を結び付けるこ

とを意識するための振り返りを書かせたり，

学びの足跡を残したりしてモチベーションを

持続させる指導を行う．

【評価のあり方】

評価の視点を「何を学んだのか」から

→ 道徳的価値の理解を「どう学ぶのか」という

学習過程を見取り，子どもへフィードバック

する．

図１　理解の社会的構成モデル（三宅，2021）
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５　授業の実際

　前節で述べた新たな授業デザインを基に道

徳科の授業実践を行い，その有効性について

本節で考察する．

⑴　授業実践の概要

　①　主題名「豊かな人間関係をつくる」

　②　指導内容項目「B：友情，信頼」

　③ 　教材名（出版社）「知らぬまの出来事（教

育出版）」

　④　学年（学級数）「第５学年（34名）」

　⑤ 　新たな授業デザインを基にした授業構想

【発問の構成】

◯ 教科書を何が論点になるかという視点から読

み，授業で対話的コミュニケーションが生ま

れるように以下の発問を行う．

・みかはいい友達か．

・みかはなぜメールを回したのか．

・何が足りなかったのか．

【実生活へ結び付ける場面（学習活動）】

◯実生活を想起させ学習課題を設定する．

◯正しいと思う根拠や理由を問う．

◯具体的な経験を引き出す．

◯身近な場面をイメージさせる．

◯教材に描かれていない視点から問う．

【事後指導】

◯ 終末で思考のプロセスを抽象化して子どもの

言葉でまとめる．また，その言葉を道徳ポス

ターにして学級掲示として学びの足跡を残す．

【評価の視点】

◯実生活と結び付けて考えていたか．

◯ 自分の考え（正当性）をきちんと表現してい

たか．

◯ 友達の考えと比較したり，関連づけたりしな

がら考えていたか．

◯ 「いい友達」について多面的・多角的に考え

ることができたか．

　⑥　本時のねらい

　友情関係で大切なことは，思い込みで

判断せず，自分のことと同じように友だ

ちのことも考え，相手の気持ちを察した

りくみ取ったりすることを忘れてはなら

ないことを改めて理解させ，よりよい人

間関係を築いていこうとする態度を育て

る．

　⑦　授業の実際と授業後の子どもの姿

【導入：10分】

Ｔ： いい友達になるために必要なことは何．

Ｃ：相手のことを考えること．

Ｃ：助け合ったり教え合ったりすること．

Ｔ： これが全てできたらいい友達になれ

ますか．

Ｃ：他にもあるかもしれない．

Ｔ： それでは，今日はあるかもしれない「そ

の他」を探してみましょう．

　導入で，子どもが実生活をイメージ

しながら学習課題を設定できるように，

テーマ「いい友達とは」について丁寧に

イメージを共有した．すると子どもは「助

け合うこと」「教え合うこと」と発言す

るなど実生活を想起する姿が見られた．

さらに教師が問い返すことで子どもの中

に問いが芽生え「よりよい友だち関係を

築くために必要なものは何か」という実

生活を意識した学習課題を設定すること

ができた．

【展開：20分】

Ｔ： みかさん（登場人物）はいい友だち

と言えますか．

Ｃ： 言えない．だって，悪い噂を流して

いるから．

Ｃ：そうとも言えない．

Ｃ： あゆみさん（登場人物）のことを心

配してメールをまわしたから．

Ｔ： なるほど，あゆみさんも相手のこと

をちゃんと考えているんだね．

Ｔ： ということは，みかさんはいい友だ

ちってことなんですか．

Ｃ：ん～どっちだろう．

　　　～ペアトーク～

Ｔ： もし，自分が友だちに同じようなこ

とをされたらいい友だちだと言える

かな．【身近な場面をイメージさせる】

Ｃ：それは思わない．ショックだと思う．

Ｃ： でも，相手のことを考えているとも

言える．

Ｃ： 自分だったらショックで学校に行け

ないかもしれない．
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Ｃ： わかった．みかさんは相手のことは

考えているけど，相手の気持ちまで

は考えていないんだ．

Ｃ：そういうことか．

Ｔ： では，クラスの友達に足りなかった

ものって何だろう．

Ｃ：転入生の気持ちや思いを考えること．

Ｃ： いい友だちとは，思い込みで判断する

人じゃなくて，相手の気持ちまで考え

て行動できる人のことをいうんだ．

　身近な場面をイメージさせるための

「もし，自分なら～」という発問をする

ことで，子どもは「相手のことを考えて

るからいい友だちかも」や「自分がされ

たらショックだ」という考えが引き出さ

れるなど，自分のこれまでの経験と結び

付けながら考えを深めていることがわか

る．このことからも，教材の枠でとどめ

るのではなく，子どものこれまでの経験

を想起する場を設定することで，教材と

子どもの経験を結び付けることにつな

がったと考えられる．

　さらに「クラスの友達に足りなかった

ものは」という子どもの思考を焦点化す

る発問を行うことは，「相手の気持ちを

考えること」「思い込みで判断する人じゃ

なくて，相手の気持ちまで考えて行動で

きる人のこと」という発言を引き出すこ

とにつながった．また，その発言にクラ

スの多くの子どもたちが納得した姿が見

られた．このことからも子どもが学習と

自分の経験を結び付けながら価値の理解

を深めていることを見取る事ができた．

【終末：10分】

Ｔ： 今日学んだ，いい友だちになるため

に必要なことは何ですか．

Ｃ： 私は，いい友だちになるためには相

手の気持ちまで考えることが大切だ

ということを学びました．

Ｔ： 授業前よりも，いい友だち関係に必

要なモノを増やすことができました

ね．これからのために道徳ノートに

　　も書き残しておきましょう．

＊道徳ノートにふり返りを書かせる．

　授業の終末では，子どもの発言を整理して，

教師が「友だちのことを考えること」と「友

だちの気持ちを考えること」の違いについて

思考のプロセスを整理しながら，学びを抽象

化して子どもの言葉でまとめた．そして，道

徳ノートにふり返りを書かせた．さらに，学

びの足跡を残し，子どもの未来へつなぐため

道徳科で学んだことを概念的言葉でまとめ道

徳ポスターにして掲示した（写真１）．

　⑧　実生活と学びが結び付いた子どもの姿

　授業から三週間がたった帰りの会の時

間に，電子機器を活用し子どもの写真を

見せながらクラスの子どもの良い所を紹

介している時だった．何枚か写真を提示

し次の写真を提示した時，たまたま後ろ

の方にクラスの女の子が少し変な格好し

ていた．その事にみんなが気付き１人の

男の子が「変な格好」と言って笑ってし

まった．すると，周りのみんなもそれに

つられて笑ってしまった．その瞬間，当

事者の女の子が泣いてしまった．

　それを見て，周りの女の子たちが最初に

笑った男の子に向かって「ひどいでしょ，

謝って」と言った．男の子も負けじと「僕

は，周りを和ませようと言っただけだ」と

自分に悪意がない事を主張した．すると,

１人の女の子が後ろに掲示してある道徳

ポスターを見ながら「相手の気持ちまで

考えていない」と男の子に向かって言っ

た．それを聞いた男の子は気まずい顔を

して「ごめん」と謝った．

写真１　道徳ポスター
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　最初，男の子は自分に悪意はなかった

ことを主張した．しかし「相手の気持ち

まで考えていない」と言われた瞬間に，

道徳科で学んだことを思い出し，自分の

考えの未熟さに気づき「ごめん」と謝っ

たのだと思われる．

　この出来事から，学びを授業で終結さ

せるのではなく，いかに持続させるかが

大切だと感じた．また，学びを足跡を残

し，実生活で子どもが自己を見つめ直し

たり，よりよい生き方を考えるためのヒ

ントを与えたりするなど，教師のアプ

ローチの重要さに気づけた．

６　学級経営からのアプローチ

⑴�　対話的コミュニケーションにおける授業

の成立に向けて

　先述したような対話的コミュニケーシ 

ョンを重視する授業作りには，学級経営で

以下（表２）のような土台作りが必要となっ

てくる．

表２　学級作りの土台

１. 学級の中に話しやすい雰囲気がある

◯ 一人一人の意見が尊重されており，ど

んな意見も大切にされる．

◯ みんなで何かをやっていこうとする雰

囲気がある．

２. 学級活動で対話能力の育成を図る

◯ 聞く・話す力（対話能力）を段階的・

計画的に育てる．

◯ 教師主導の意識を新ため，教師と子ど

もの相互主体の関係を意識する．

⑵　学級の雰囲気作り

　子どもはどのような話し合いが理想なの

かということをあまり理解していない．そ

のため，実際の授業場面で無意識的・突発

的に子どものよさが発揮される瞬間を教師

が見取り意味付けしたり価値付けしたりす

る．そうすることで，子どもは「今の話し

方がよかったのか」「聞くときには◯◯を

意識することが大切なのだ」と自覚するよ

うになると考えられる．さらに，その瞬間

を写真として教室に掲示（写真２）するこ

とでモチベーションを持続させることにつ

ながる．

⑶　対話能力の育成

　これまで「話すこと」「聞くこと」の指

導は話型指導や聞くスキルなどの表面的な

技能指導ばかりを行ってきた．しかし，子

どもに他者意識や目的意識がなければ生き

て働くスキルにはなり得ない．そのため，

子どもの情意的側面と技能的側面の両面か

ら対話能力を育てていくための道筋を，以

下のように整理しまとめた（表３）（表４）．

表３　聞き方の系統性

聞き方の系統性

ありのままを

きく

友達の考えを受け止めなが

らきく．

こだわりをき

く

友達の背景を考えながら何

に拘っているか考えながら

きく．

よりよくする

ように聞く

友達のよさを見つけたり、

さらによりよくできなか考

えたりしながらきく．

繋げてきく
友達の考えと，自分の知識

や経験と繋げながらきく．

成長に気づき

ながらきく

新しい発見や自分の成長に

気づきながらきく．

写真２　子どもの姿を教室に掲示
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表４　話し方の系統性

話し方の系統性

体の方向
伝えたい人（聞き手）に体

を向けて話す．

区切って話す
相手の理解を確認しながら，

一文を短く区切って話す．

かきながら話

す

相手の理解力に合わせて，

言葉だけでなく図や絵など

を活用し話す．

置き換えて話

す

相手がイメージしやすいよ

うに，具体的事例に置き換

えて話す．

合わせて話す

相手の伝わり具合を理解し、

非言語も含めた多様な表現

方法で話す．

⑷　対話能力を育むための環境作り

　子ども自身も対話能力を身に付けるため

の道筋を知り，見通しを持って活動できる

ように以下のように，整理表を焦点化・簡

素化して教室に掲示した（写真３）．

　対話能力を育てる際の一番大切なこと

は，継続的指導だと考えている．しかし，

教師は学習内容ばかりに目がいってしま

い、最初は意識し対話能力の育成に励むが，

時間が経つといつも通りに戻ってしまい，

子どもの意識も薄れていってしまうという

課題がある．そうならために掲示物を活用

し授業場面では，常に話し方・きき方レベ

ルを意識して対話を進めることにした．そ

うすることで，教師も無意識的に発揮され

る子どもの対話能力を見取り「今の話し方

よかったね」や「◯◯さんの質問はきき方

レベルの４だね」などと意味付けたり価値

付けたりすることができた．また，子ども

も発表する際に一度，掲示物を確認し「例

えば〜」と具体的な場面に置き換えて話を

したり図にかいて説明したりする姿が増え

てきた．

７　考察

⑴　新たな授業デザインについて

　実生活と道徳科での学びを結び付ける指

導方法を具現化するため，新たな視点から

①教材の読み，②発問を構成し，③授業中

に実生活と結び付ける場面を設定し，④事

後指導に工夫を行い，⑤評価の仕方を変え

て取り組んできた．その結果，授業中に，

実生活の場面を例に挙げ自分の考えを主張

したり，登場人物と自分を重ねて考えを深

める姿が見られたりするなど，子どもの発

言や道徳ノートでのふり返りで変化が見ら

れ始めた．さらに，道徳科で学んだ言葉を

実生活で使う姿も見られた．このことから

も教師が実生活と道徳科の学びを断片的に

考えるのではなく，意識的に関連づけて考

えたり，授業や事後指導で結び付けるアプ

ローチを行ったりすることで，子どもの意

識や態度が道徳科の学びを実生活へ生かそ

うとするようになることがわかった．

⑵　学級経営について

　対話的コミュニケーションの充実を図る

ため，①無自覚な子どものよさを価値付け

たり意味付けたりしながら学級の雰囲気作

りを行い，②子どものモチベーションが持

続するように環境作りの工夫を行うなどの

取り組みを行ってきた．その結果，子ども

自身が対話的コミュニケーションの意義を

理解し，積極的に他者と関わる姿が見られた．

　このことからも，子どもの力が発揮され

た瞬間に意味付け・価値付けをするだけで

なく，その瞬間を切り取り教室に残してお

くことで，道徳科の学びが，子どもの目的

や手応えとつながり「清々しい」と思う充

実感や，「なるほど，そういうことか」と

いう達成感，または「成長している」と感

じる自己有用感などの肯定的な実感につな

がっていくと考える．そして，その充実感

や達成感，自己有用感は子どもの心の持続

写真３　話し方・きき方レベル
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や安定をもたらすものになると考えてい

る．

８　実践を振り返って

⑴　成果

　本実践では，道徳科の学びと実生活を結

び付けるために必要な３つ条件を明確に

し，それを満たすための新たな指導法を検

討した．その結果，新たな授業デザインを

生み出し，授業中に子どもが経験を語った

り，身近な具体的場面に置き換えて考えた

りする姿を引き出すことができた．さらに，

道徳科の学びを道徳ポスターにまとめて足

跡として教室に掲示した．すると，教材と

類似する実生活の場面や状況で子ども自ら

が道徳科の学びを生かす姿が見られた．

　学級経営からのアプローチでは，対話的

コミュニケーションを充実させるため学級

の支持的風土作りや環境作りを行い，子ど

も自身に対話能力や対話の良さを自覚させ

る取り組みを行った．その結果，自分の考

えを相手の理解を確認しながら話したり，

相手の話を受け止め比較したりするなど，

子ども自身が対話の価値を実感し主体的に

他者と関わり考えを深めようとする態度が

身に付いてきた．また，教師が学びのゴー

ルを変換したことで子どもをみる眼差しが

磨かれ，普段では見逃してしまいそうな子

どもの姿を瞬時に捉え，意味付け・価値付

けを行うなど子どもへのフィードバックす

ることができた．

　自分の考えを相手に伝える際に「例えば

〜」と具体的事例を用いて話す子どもには，

「身近な事と置き換えて話すと聞き手もイ

メージしやすいよね」と教師が意味付けた

り，友達の発表に対して「私は◯◯さんの

意見とは違うけど，それもいい考えだと思

う」と友達の考えを理解しようとした子ど

もに対して，「友達の話を自分の考えと繋

げて聞いているのがいいね．」と価値付け

したりした．

　そうすることで教師の言葉が子どもの充

実感や達成感，自己有用感を与えることに

つながった．

　このような道徳科と学級経営の２つの側

面から学びを結び付けるアプローチを行う

ことで，子どもの学びが実生活で発揮され

ることがわかったことは成果である．

⑵　今後の課題

　今回紹介した実践例では，一人の子ども

が実生活の問題と道徳科の学びが結び付く

ことに気づき，その一人から学級全体に波

及し共有されていった．しかし，その子ど

も発言がなければ多くの子どもは，結び付

きに気づくことができなかったと考える．

そのため，より多くの子どもが結び付きに

気づき，道徳科の学びを実生活で発揮・活

用していけるように，まずは教師が道徳科

の学びを汎用的に捉え，実生活のどの場面・

状況と結び付けられそうなのかを把握する

などの道徳科の見方・考え方をより磨いて

いく必要がある．

　また，子どもの対話能力はすぐに身に付

けられる力と，系統的・計画的に育ててい

く力の二つの力が存在することが見えてき

た．そのため，系統的・計画的に育ててい

く力を明確にして研究と実践を積み重ねて

いく必要がある．

引用・参考文献

１） 奈須正裕（2015）『教科の本質から迫る　

コンピテンシーベイスの授業作り』図書

文化

２） 中央教育審議会（2014）「道徳に係わる

教科の改善等について（答申）（中教審

第176号）」

　　 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/

chukyo/chukyo0/toushin/1352890.htm

（参照日：2021年10月９月10日）

３） 奈須正裕（2017）『「資質・能力」と学び

のメカニズム』東洋館出版社

４） 渡邉満（2016）「学校教育の基盤に位置

づく道徳教育の課題」『「特別の教科　道

徳」が担うグローバル化時代の道徳教育

－－ 52 －－

上地　豪：学びを実生活と結び付ける効果的な道徳科の指導法



（シリーズ「特別の教科道徳」を考える）』

北大路書房　p1-14

５） 坂越正樹（2002）「相互行為調整能力と

しての道徳性の形成」『新世紀・道徳教

育の創造』　東信堂　p99-111

６） 三宅なほみ（2020）『協調学習とは』北

大路書房

７） 渡邉満（2002）「教室の規範構造に根ざ

す道徳授業の構想」『新世紀・道徳教育

の創造』東信堂　p112-129

－－ 53 －－

教職実践研究　第12号（2022）


